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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

会議名 

(審議会等名) 
嬉野市障がい福祉計画 第１回策定審議会 

開催日時 令和５年１１月２７日（月）１０：００～１１：００ 

開催場所 嬉野市役所 嬉野庁舎 １－１会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
中山逸男委員、福田まゆみ委員、稲富泰明委員、山田博子委員、 

本田正幸委員、小池和彦委員 

事務局 福祉課課長、同副課長、同主査 

その他  

会議の議題 

１．開会 

２．委嘱状の交付 

３．部長挨拶 

４．会長・副会長選任 

５．会長挨拶 

６．委員紹介 

７．協議 

（１）障がい福祉計画策定の趣旨について 

（２）障がいのある人の現状について 

（３）アンケート調査からみえる課題について 

（４）骨子案について 

８．その他 （事務局からの連絡等） 

９．閉会 

配布資料 

・嬉野市障がい福祉計画 第１回策定審議会 次第 

・嬉野市障がい福祉計画策定審議会委嘱承諾者 

・嬉野市第７期障がい福祉計画及び嬉野市第３期障がい児福祉計画 骨子案 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 
４．会長及び副会長の選任について 

 会議の公開について 

内 容 会長及び副会長の選任、会議の公開について 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

委員一同 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

事務局 

嬉野市障がい福祉計画策定審議会条例第５条により、会長・副会長

は委員の互選によるとなっているが、推薦などはあるか。 

では、事務局推薦により、会長に稲富委員、副会長に中山委員にお

願いしたいが、いかがか。 

 

拍手。 

 

全会一致ということで、会長は稲富委員、副会長は中山委員にお願

いしたい。 

嬉野審議会等の会議の公開に関する要項第３条により、会議は原則

公開とすることとなっており、また、同５条に審議会の長が当該会

議に諮って行うこととなっている。この審議会は公開するというこ

とで決定してよいか。 

 

よい。 

 

それでは、公開とする。 

また、ここからの議事進行は、会長にお願いする。 

 

 

 

 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 
７．協議 

（１）障がい福祉計画策定の趣旨について 

内 容 計画の趣旨について、事務局より説明、質疑応答 

審議経過 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

障がい福祉計画の策定の趣旨について説明。 

 

事務局より説明があったが、質問や確認事項等はないか。 

 

３頁の障がい者福祉施策の動向①障害者差別解消法の改正につい

て、令和３年６月公布となっているが、施行の年日で統一して記載

した方がよいのではないか。 

 

修正する。 

 

他に意見等ないか。 

ないので、次に進む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 
７．協議 

（２）障がいのある人の現状について 

内 容 障がいのある人の現状について、事務局より説明、質疑応答 

審議経過 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

障がいのある人の状況について説明。 

 

事務局より説明があったが、質問等はないか。 

 

14 頁「自立訓練（生活訓練）」の令和５年度の実績見込みは０なの

か。 

 

自立訓練（生活訓練）については、令和３・４年度に利用があった

人が満了となり、今のところ新規の利用者がいない状態である。 

 

他に質問等はないか。 

ないので次に進む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 
７．協議 

（３）アンケート調査結果からみえる課題について 

内 容  

審議経過 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

事業所アンケート調査結果からの課題整理について説明。 

 

事務局より説明があったが、質問等はないか。 

 

配布数が 78で回収数が 43ということで、回答率が 55.1％となって

いるが、もう少し高い回答が得られるかと思っていた。 

 

対象となる事業所が嬉野市以外の区域からも利用していること、ま

た、対象者を広げ、市外の事業者に配布したことが影響していると

考えられる。 

 

市外であれば嬉野市民が利用していない施設もあるということか。 

 

嬉野市民が利用している事業所を選んでいる。 

 

回答率の向上が、広く市民の声を聴くことができるので、２回目の

案内をする等できればお願いしたい。 

他に質問等はないか。 

ないので次に進む。 

 

 

 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 
７．協議 

（４）骨子案について 

内 容 骨子案について、事務局より説明、質疑応答 

審議経過 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

骨子について説明。 

 

事務局より説明があったが、意見等はないか。 

 

24頁の７）障がいのある人の社会参加を支える取組に該当するかど

うかわからないが、選挙に参加する場合、身体障がいのある人はス

ロープや記入台の高さ等、具体的な支援があると思う。知的障がい

の場合、字が書けるかどうか、本人が把握できるかどうかもあるが、

下準備は家族や支援者が行うことだと思うが、実際に選挙に行った

ときに、家族は「字をきちんと書いたか」と思うことがある。補助

の人が支援してくれることが、家族に伝わるように、もう少し分か

りやすくしてもらえればよいと思う。受付でヘルプマークを出した

ら対応してもらえるのであれば、保護者が一緒に行けなくても、投

票できるようになるのではないかと思う。期日前投票に行ったこと

もあるが、会場が狭く、きちんと書けたかまでは確認できなかった。

どこにお願いしたらよいのかわからないが、投票は社会参加なので、

できやすいようにしてもらいたい。 

 

嬉野市としては、選挙の時の支援はどのようになっているのか。 

 

申し出があれば付き添い、代理記載を行っている。見た目では分か

らないので、申し出がないと対応が難しい。選挙に限らず、障がい

のある人の社会参加のために、市役所をはじめ、合理的配慮の推進

を進めていきたいところである。 

 

すべての投票所に支援する人がいるのか。 

 

一般の事務員であるが、申し出があれば記載場所まで付き添い、対

応をしている。２人体制での対応や対応の際の文言は決まっている。
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会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

申し出があれば、全投票所で対応している。 

 

支援を必要とする人への最初のアプローチについて、投票の際に支

援が必要な人へ事前の案内があればよいのではないか。 

 

25頁の８）災害時の障がいのある人への支援体制の整備について、

避難所、福祉避難所は何か所あるのか。 

 

福祉避難所についての数字を持ち合わせていないため、はっきりと

回答できない。 

 

担当は総務課だと思うが、福祉避難所は各地区にあるのか。その福

祉避難所には、看護師や保健師等、障がいのある人への対応ができ

る人が配置されているのか。 

 

避難所には職員が交代で入るため、その避難所に障がいのある人の

対応ができる職員が必ずいるとは限らない。避難所に来る前に連絡

いただいたり、避難所に来てから相談してもらうことで調整をとる

ことは可能であるが、常時待機しておくことは難しい。 

 

特に福祉避難所の充実をお願いしたい。 

 

ハード面について、車いすやオストメイト対応のトイレがある、バ

リアフリー化されている等を含めた福祉避難所ということでよい

か。 

 

オストメイト対応型のトイレは、まだすべての避難所にはないため、

避難所の施設ごとに対応しているトイレの表示をしている。 

 

次回までに福祉避難所の体制について、最新の状況を教えてもらえ

ないか。 

 

福祉避難所についてお伝えする。 

 

障がいのある人の入所施設等が加入している「地域障がい者福祉協

会」という団体があるが、県と災害時に職員を派遣する取り決めを

している。県の社協を通じて、福祉協会の団体から職員の派遣がで

きると思うので、確認したらどうか。 

 

熊本地震の時にも職員を派遣した経験がある。災害時の体制につい
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事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員一同 

ても検討が必要である。 

また、26頁の日中活動系サービスに⑨就労選択支援という新しいサ

ービスが記載されているが、現在の情報があるか。 

 

官報での公告されてから、詳細についてはまだ公表されていない。 

 

検討中の資料に目を通していたが、目新しいサービスで気になって

いたところ、骨子案に記載があった。「就労選択支援」について、障

がいのある人が就労系のサービスを受けるにあたって、特性や得意

分野を洗い出し、事業所とのマッチングの際にその能力をいかんな

く発揮すること、客観性の担保された評価を行うことで障がいのあ

る人が自分の得意分野を伸ばしていくというイメージを持ってい

る。現段階では公表されていないので難しいと思うが、これを念頭

において、骨子案 24頁の５）において、「選択」という点からの記

載を追加したらよいと思う。文言については、事務局に一任するの

で検討してほしい。 

 

情報を収集しながら、内容については、どのように記載するか検討

する。 

 

23頁の４）障がいのある子どもの支援について、子どもの支援は家

庭環境によるところが大きく、親支援が子どものへの支援にかなり

影響しているところがある。この中に、子どもの地域社会への参加

推進とともに、家族、保護者への支援について追加するのは難しい

か。 

 

家族支援に関する記載を追加する。 

 

他に意見等はないか。 

 

意見等なし。 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 福祉課 

議 題 ８．その他（事務局からの連絡等） 

内 容 今後のスケジュールについて 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議は全３回の開催を予定している。 

次回は令和６年１月中旬を予定しており、素案の審議を予定している。 

その後は、２月にパブリックコメントの実施、３回を３月に開催する予

定としている。日程の詳細については、後日、調整する。 

その他 

 

 


